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生徒指導における「精神的充足・社会的適応力」評価尺度

（KJQ）の発展的活用 
 

企画・司会：綿井雅康（十文字学園女子大学） 企画・話題提供：菅野 純（早稲田大学） 

話題提供：増田みちよ（藤枝市立藤枝中学校） 話題提供：藤井 靖（早稲田大学） 

話題提供：山田達人（早稲田大学大学院） 指定討論：加藤陽子（十文字学園女子大学） 

指定討論：桂川泰典（岡山大学） 

 

●企画意図 

 児童生徒が学校生活や社会的場面で他者と調和

しつつ意欲的に自己発揮していくための「心の土

台」として菅野(2002)は「精神的充足」と「社会

的適応力」を提案し，この２つを測定するために

菅野・綿井(2002)は，「精神的充足・社会適応力」

評価尺度(KJQ)を作成した。 

 これまでに本尺度について，「コーピング行動と

の関連」(綿井・菅野，増田，蓑地，2004)，「無気

力尺度との関連」(綿井・菅野・増田，2006)，「仲

間関係同調態度尺度との関連」(綿井・初川・菅野，

2007)，「登校持続要因との関連」(桂川・加藤・菅

野，2008)などの基礎研究と，教育相談や生徒指導，

学校保健活動，特別支援教育などへの活用を検討

する様々な臨床教育的研究(綿井・菅野，2004，増

田ら，2004,2006,2007,2008,菅野ら，2006)が行わ

れてきた。また，クラスの全生徒をマトリックス

上に布置して，「個」としての生徒だけではなく，

「集団の中における個」としての生徒理解も可能

であるため，いじめ問題や不登校予防へも積極的

に活用されている(桂川,2014，藤井，2014，など)。 

 しかし,学校教育場面においては心理教育的測

定や教材は,1)手間がかかる，2)費用がかかる，3)

実際の指導との間にギャップがある，など，まだ

様々な問題があるのも事実である。本シンポジウ

ムでは「精神的充足・社会適応力」評価尺度(KJQ)

の最近の研究と活用例を紹介し，学校教育に根づ

くためには何が必要かを，フロアの皆さんととも

に考えていきたい。 

 

●児童・生徒理解に回答状況分析を活用する 

菅野 純 

 「精神的充足・社会的適応力」評価尺度（以下，

ＫＪＱと記す）児童・生徒理解に活用する方法は

以下のとおりである。1)「教師用シート」で３特

性からなる「こころのエネルギー（精神的充足）」

の充足状況と６特性からなる「社会生活の技術（社

会的適応力）」の獲得状況をみる。2)毎年実施して

いればプロフィールからそれぞれ９特性の経年変

化を把握する。3)臨床尺度でＳＯＳのメッセージ

をチェックする。4)クラス集団の中でどのような

位置にいるかをマトリックスで把握する。5)回答

状況表より，その子が各質問項目にどのように回

答したかを把握する。 

 今回はケース理解の方法として 5)の回答状況

分析について発表する。 

 ＫＪＱの各質問項目は，教師や友人との関係な

どの学校場面や家族との関係，自分についての項

目など，実際に生じそうな内容から構成されてい

る（例：「この学校に困った時相談できる先生がい

ます」「家での食事は楽しみです」など）。一般に

質問紙による心理テストでは各質問項目は統計的

に処理され，個々の質問内容までさかのぼって考

察されることはほとんどない。演者はこのことに

長い間，違和感を感じてきた。回答内容を子ども

の「声」として受け取ることで，子どもの心との

対話を試みることができるのではないだろうか。

たとえば，「この学校に困った時相談できる先生が

います」「家での食事は楽しみです」の項目にどち

らも「いいえ」の回答であれば，その子が「僕に

はこの学校に相談できる先生がいないし，家での

食事もちっとも楽しくありません」と「語った」

と読んで行くのである（回答状況分析）。そうする

ことで，児童生徒との直接的な面接では容易に得

難い子どもの気持を理解し，学校からは見えにく

い家庭状況などの把握が可能ではないだろうか。

本発表では，子どもの事例をいくつか取り上げ，

回答状況分析を通してより深い児童・生徒理解に

到達していくプロセスを明らかにしたい。 

 

●学校保健活動における活用 

 増田みちよ 

 中部圏の公立Ａ・Ｂ中学校において生徒の自己

理解力・自己成長力を促すことを目的に，「精神的

充足・社会的適応力」評価尺度を健康教育に活用

した実践を 13 年間にわたって取り組んだ。 

 年度によって取り組み内容は異なるが，いずれ

の年度も本尺度を全校生徒に実施し，測定結果の

フィードバック学習をしたうえで健康教育の実践

を行った。それらの実践は次のようなものである。 

(1)学校全体への働きかけ  

 学年別生徒理解研修会により教師の生徒理解力

を深める一方，学校保健委員会，保健集会，教育

講演会等を開催して生徒は｢精神的充足・社会的適

応力｣という観点から自分の力で自分を成長させ

る方法を学んだ。同時に，参会者である保護者や
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地域の方々から｢精神的充足・社会的適応力｣の大

事さとそれを推進する学校教育への理解が深まっ

た。また，生徒会活動でピア・サポートを導入し

た取り組みを行い，その関わりの中からも「精神

的充足・社会的適応力」への意識を高めた。 

(2)クラスへのサポート 

 ｢精神的充足｣と｢社会的適応｣の二つの評価尺度

を軸とした布置図（マトリックス）より，学年・

学級集団の性格がわかり，集団の中にいる「気に

なる生徒」の位置や「気になる生徒」を取り巻く

集団の人間関係をふまえた上での的確な指導が可

能となった。 

(3)個人へのサポート 

 不登校，いじめ，その他の問題行動の生徒に関

わる際には生徒理解資料（特に配慮等が必要な生

徒を校内で共通理解するための資料）と本尺度に

よる回答結果を活用して関わった。それにより実

際への関わりのヒントとなる有意義な情報を得る

ことが可能となり，問題解決にむけてよりよい職

員体制ができた。 

 以上の実践より，本尺度の多面的な活用価値と

職員の共通理解への有用性が明らかになった。 

 

●心身症様症状と尺度による測定結果との関連 

藤井 靖 

 学校場面においては，児童生徒の不適応・問題

行動に身体症状が伴うことが少なくない。特に心

身症に代表される，心理社会的ストレスに起因し

ていると考えられる状態像を呈す例は，本人もそ

の症状によって QOL が著しく障害されていること

が多いので，心理的特性も含めて統合的に理解す

ることは指導・支援の方略を考える上で有用であ

ると考えられる。本発表では，複数人の児童生徒

における測定結果から，心身症様症状との相互作

用について考察する。 

 対象となる児童生徒は，首都圏近郊の学校にお

ける校内相談室の対応記録，担任や養護教諭から

の聞き取り，保護者から提供された情報を通じて，

心身症様症状と考えられる身体不調を有している

群から抽出した。尺度の測定結果より，まず二次

元布置図においては社会的適応力が高く精神的充

足が低い「息切れタイプ」と両特性とも高い「意

欲タイプ」が多かった。また，臨床尺度において

要注意項目がある者はほとんどいなかった。個別

の回答状況も合わせて考察すると，いわゆる過適

応状態である可能性が考えられたが，総じて一見，

予防的にマークしづらい児童生徒であることが窺

われた。 

 心身症様症状を有する子どもたちにおいては，

予期できない身体の不調があることにより自己コ

ントロール感が低くなったり，不安や抑うつが高

まりさらに症状が増悪するという悪循環に陥って

しまうことは一定した知見である。 

 単に「身体に不調がある子ども」というラベリ

ングではなく，教員が尺度結果を踏まえた理解に

基づき指導・支援にあたったり，児童生徒自身が

心理的特性と身体症状の関係について自己理解を

進めることは，症状とうまく付き合って社会的生

活への適応度を向上されるために肝要であると思

われた。 

 

●中高一貫校における活用事例 

山田達人 

 私立中学・高校の多くで，高校受験や環境移行

がない中高一貫教育が取り入れられている。生徒

はこの教育課程において，より主体的に自らの力

を発揮し，安定した学校生活を送れると推察され

る。ところで，本尺度（精神的充足）は，生徒が

エネルギーを充足される環境（学校や家庭）で生

活しているかについて質問している。本稿では，

中高一貫校に在籍する生徒の高校移行期に生じる

環境の変化を，本尺度から検討する。 

 研究は 2013 年３月と９月に，中高一貫教育を

行う私立中学・高校３校に在籍する中３と高１

（n=303）を対象に本尺度を実施した。学年を独立

変数，精神的充足に関する 18 項目の各値をそれ

ぞれ従属変数とした，対応のあるｔ検定を１％水

準で行ったところ，表 1 に示される８項目におい

て，ポジティブな回答への変化が確認された。つ

まり，中高一貫校の高校移行期に生じる変化とし

て，自らの行動を褒めたり困ったときに頼れたり

する先生の存在や， 部活動や行事などに目標をも

てる環境があると示唆された。 

 以上より，本尺度（精神的充足）の質問項目を

縦断的にとらえることは，学校や学年を単位とし

た環境変化の検討に有用であると思われる。 

 

表 1 有意差が示された項目 

番号 質問文 

1
この学校の中に，困ったとき，相談できる先

生がいます 

4
部活や行事など，目標をもって打ち込める

ものがあります 

20
家族と一緒にいると，ホッと気持ちが安ら

ぐ感じがします。 

21
このまま努力を続ければ，自分の将来は明

るいと思います。 

25
先生から「頑張ったね」「一生懸命やってる

ね」などとほめてもらえることがあります 

39
学校の外で，怖い思いをしたときに，周りの

人が助けてくれると思います 

40
自分の気持ちをわかってくれる家族がいま

す 

43 係りや委員に推薦されることが多いです 
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